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PLAN OF REDEVELOPMENT IN AMEYOKO
-PROPOSAL OF THE REDEVELOPMENT UTILIZED THE LOCAL CHARACTERISTIC-
田中絢子
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主査　陣内秀信　　　副査　下吹越武人・富永譲　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　Tokyo has been rapidly changing city. As a result the development has proceeded without hesitation, the 
essence of Tokyo is becoming opaque.
　The city is not a thing to make depending on economic power, we made while raising the individuality of 
the land. And the leading role of the city is for local people. I think about the way of this redevelopment that 
I made use of a local characteristic in mainly on two points.
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　都市が急速に変化してきた東京。躊躇もなく開発が進んでいった結果、東京の本質は不透明になりつつある。
　都市は経済力にものをいわせて力任せに造るものではなく、その土地の個性を活かし育てながら造っていくも
のではないのだろうか。かつ、都市の主役は土地の個性を育んでいく、地域の人たちのためにあるものと考える。
この 2 点を中心に地域の特性を生かした再開発の在り方を考えていく。
　売り場に舞台性を持たせるこ
とで、これから何かが始まるこ
とを期待させる演出がされてい
る。人だかりができても、多く
の人に楽しんでもらえるという
効果もある。
　 山 積 み に な っ た 商 品 の 中 か
ら、自分の欲しいものを見つけ
出すことで、宝探しをしている
ようなエンターテイメント性を
持っている。
（１）計画対象地の概要
　現在の上野は、近世からの文化遺産である。
　近世に、上野の台地や不忍池が聖域として発展したと同時に、聖域を取り巻く上野山下や不忍池周辺の土地は、
門前町が形成されて俗文化が発達した。上野のくだりには、火除け地として広小路が整備され、大衆料理屋や水
茶屋などが出現し、盛り場として形成された。近代には、博覧会が行われたことで西洋の風が流れ込み、ハイカ
ルチャーの発信の場という役割を担っていたと考えられる。日本の独特な空間である山の辺と水の辺という性質
と、聖と俗という性質が複雑に絡み合い、その相反するベクトルを持つものが上野の空間構造を支配している。
そのことによって、高いポテンシャルを持っている場所である。
　近世から続いた俗という性質は、場所や形態を変えつつあるが、現代にも継承されている。その代表的な空間
の１つが戦後に出現したアメ横である。しかし、そのアメ横も耐震補強の問題や、時代と共に少しずつ衰退して
きているという背景がある。
　高いポテンシャルを持つこの場所が、地域に根差した再開発を考えるのに適していると考え、対象地とする。
（２）空間の多様性
a）エンターテイメント性
１．設計概要
２．計画対象地：東京都台東区上野アメ横高架下
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　狭い空間の中でより多くの商
品を見せるために、壁一面に商
品が吊るされている。それによ
り店の境界は曖昧になり、１つ
１つのお店が独自の境界を持っ
ている。
　 屋 台 形 式 の お 店 で は、 メ
ニュー写真も、つるして見せる
ことで看板やのれんの役割も兼
ね て い る。 使 い 方 や 見 せ 方 に
よって、本来の持つ意味を変え
ていく。
　人通りの少ない通りでは、飲
み屋から机と椅子が出され、日
が 暮 れ 始 め る と 賑 わ い を 見 せ
る。時間帯によって小さなお店
が拡張される。
　買った商品をその場で食べれ
るようにすることで、店頭が屋
台に代わり、普通の商店がいと
は 違 う 楽 し み 方 が で き る。 ま
た、人が人を呼び込み、広い宣
伝効果が見込める。
b）独自の境界
c）人が人を呼び込む
　これらはショッピングモールのような作られた華やかさではないが、歴史もあり、味わい深い、自然に成長し
てきた力強さ、熱気みなぎる活気を持ち合わせる「アメ横商店街」は他に類を見ない特徴の一つである。
アメ横には歴史もあり、味わい深い、自然に成長してきた力強さ、熱気みなぎる活気を持ち合わせた特徴を持ち、
現在まで愛され続けてきた。しかし、アメ横では耐震補強が急がれており、耐震補強をするためには、店舗の内
装をはがすなど現在のアメ横の姿が大きく変わってしまう。そこで耐震補強後、高架下の空間を再び店舗利用す
る際、よく見る駅前再開発ではなく、地域に開いた高架下一体再開発の在り方を考える必要があるのではないだ
ろうか。
　アメ横の賑わいや活気、情報発信力（＝下町風景）を継承しつつ、新しい空間を組み込んでいくことで、さら
なる動線の広がりを見せていくような、移動そのものを楽しむための空間を提案していく（＝現代的下町風景）。
　現在のアメ横周辺の人通りは、メイン通りであるアメ横通りに集中している。高架下の空間は、初めてアメ横
を訪れた人には入りづらい印象を持たせるため、アメ横通りと比べると人通りが少ない。
　新たに提案する空間は、既存の商店街に合わせながら空間を構成していくことで、商店街としてのアメ横の顔
を継承しつつ、訪れた人の動線の広がりをみせるような空間を提案していく。そして、「上野の観光地の１つと
して」「地域住民の生活の場である商店街として」更には「台東区の観光案内、情報発信源として」地域に根差
した場所を提案していく。
（１）設計概要
東京都台東区上野　アメ横高架下
・用途地域地区　商業地域
・建ぺい率　80%
・容積率　800%
３．Concept　現代的下町風景を構想する
４．Master Plan
５．設計
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・構造　鉄骨造
・規模　地上 1 階、一部２階建て
・敷地面積　13118㎡
（２）商業空間が作り出す街のイメージ
　街のポテンシャルを生かした街づくりに成功した場所の 1 つである原宿をフィールド調査した結果、商業空
間が作り出す街のイメージは一つ一つの建物が作り出す空間の集積であり、周辺の店舗と似たような形態を持つ
傾向にある。また、外部と内部を分ける境界の在り方、アプローチの仕方でイメージが変わることがわかる。そ
のことから、アメ横で計画する際に以下の点を考えながら行うことで、建てられた時点で完成ではなく、人々が
使い込んでいくことで既存の街と溶け込んでいく建築を提案していく。
　・敷地に面する既存の商店街を意識しながら空間を構成していく
　・高架下に入りずらいイメージを軽減させるため、外部から視認可能な空間にする
　・アメ横では独自の境界を持つため、壁面による外部との関係性を考える
（３）空間構成
　１．現状では、人がすれ違うのがやっとの狭い通路が内側へ入りづらい印象を与えているため、東西南北に通
り抜けれる通路を設ける。
　２．高架下に２つの連続した壁を配置することで、高架下に３つの連続したエリアを作り出す。
外側に向いた 2 つのエリアは面する店舗に合わせるように構成することで、商店街としての賑わいを継承する。
壁を前後させながら配置することで、内側のエリアのものが開口を通して外側のエリアから視認できるようにす
る。逆に外側のエリアのものも内側から視認できる。そのことによって、高架下で何が行われているかがわかる
ようになり、内側のエリアにも入るきっかけを作る。
　３．２階には、点在するように店舗を配置する。そのことによって、広い空間を演出する。しかし、店舗の配
置が一律でないことで、視線が奥まで通ることはなく、奥へと進む楽しみを演出する。
　４．点在した２階の空間を通路でつなぐ。通路は、２でつくった３つのエリアを渡り歩くように設けることで、
分かれていた３つのエリアを俯瞰できるようにし、いろんなシーンを演出する。
１．通路を設ける　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．壁を前後させながら配置する
３．２階の店舗を点在させる
（４）壁面による外部との関係性
　前述までの空間には、外部に対して壁が連続する場所がでてくる。店舗から商品があふれだしている商店街で
連続する壁は外部に対して圧迫感を与える。
　今、前後させた連続した壁の配置により、外向きの A の空間と内向きの B の空間が交互に連続していくよう
な配置計画になっている。高架下の入りづらい B の空間にとって、外部から視認できること、かつ、高架下に人々
が足を運ぶきっかけを作ることが重要である。
４．２階の店舗を通路でつなぐ
壁を建てると相互に干渉作
用が働き、完全に閉じてい
な く て も 閉 鎖 性 が 生 ま れ
る。隅があると閉鎖性が強
くなる。
A B
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　そこで注目したいのが日本の空間は独特であり、人の動きにつれて見えたり、隠れたりし、空間に変化が与え
られていることである。例えば、壁や植え込みのようなものにぶつかって直角に折れ曲がる技法では、奥が見通
せず、深遠な印象を与える。この奥が見通せない空間を利用することで、A の空間ではお店の全貌がみえるのに
対し、B の空間では全貌を見せず、訪れた人に想像させる。そのことによってあきのこない空間を作ることがで
きるのではないだろうか。
　具体的な提案として、B の空間は視認できるが、通り抜けることができないというルールは維持しつつ、壁を
ずらすなどの操作を行うことで、道路と店舗の間に中間層を設ける。中間層は、「窓」ではなく壁の構成により
外部との関係を持つものであるため、空間の閉鎖性により半屋外でありながら店舗側に求心性がでてくる。中間
層は、各店舗の延長であり、道路側から見る人にとって中間層は、ディスプレイのように捉えることができ、店
舗内へ視線を抜けさせるきっかけとしていく。
（５）模型写真
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